
緒 言

　ミカンキジラミ Diaphorina citri Kuwayama はカン

キツ類の重要な細菌病であるカンキツグリーニング病

（huanglongbing，以 下HLBと す る）の 病 原 体

Candidatus  Liberibacter asiaticumを媒介することか

ら，カンキツの重要な害虫である（Capoor et al., １９６７）。

本種の国内における分布は，２００２年には奄美大島以南で

あったが，近年分布域は北上し２００６年には九州本土に侵

入し，根絶のための防除が行われている。また，HLBも

１９８８年に沖縄県西表島で初めて発生が確認されて以来，

被害地域が拡大し（渡久地・河野，１９９７；高江州，

２００１），２００３年には徳之島および喜界島での被害が報告

されている（芦原，２００５）。近い将来，九州，四国，本

州南部への本種の侵入が懸念されるため被害拡大を阻止

するための有効な防除法の開発が急務である。

　保毒虫は吸汁の際にカンキツに感染させるとされ，ま

た罹病樹で生育した幼虫は高い割合で保毒虫となるとさ

れている（Su，私信）。HLBに感染するとその樹は２～

３年で枯死することから，一旦保毒虫がカンキツ園に侵

入し，そこで世代を繰り返した場合，園は壊滅的被害を

被ることとなる。今のところ，HLBを防除するための実

用的な薬剤がない（Da Graça, １９９１）ことから，蔓延防

止には媒介者であるミカンキジラミの防除が重要である。

　ミカンキジラミに対し農薬登録のあるネオニコチノイ

ド系殺虫剤のイミダクロプリド顆粒水和剤とチアメトキ

サム顆粒水溶剤は，DMTP乳剤，MEP乳剤に比較して

速効性は劣るが，処理後の残効が比較的長いことから体

系防除の基幹防除剤として期待できる（林川ら，２００６；

安田ら，２００６）。さらに成虫の定着阻止効果とそれに伴

う産卵回避が長期にわたり継続するようであれば，カン

キツ園に侵入したミカンキジラミの成虫に由来する２次

発生を阻止し，園内のHLBの蔓延防止を有効に行える

と考え，特に残効が期待される２種の浸透移行性殺虫剤，

チアメトキサム１０％顆粒水溶剤とジノテフラン２０％顆粒

水溶剤の高濃度液樹幹散布による殺虫効果，産卵回避に

ついて２３週間継続して調査した。

　なお，本研究の一部は 農業・生物系特定産業技術（ ）独
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ミカンキジラミ成虫に対する浸透移行性殺虫剤の高濃

度液樹幹散布による殺虫効果，産卵回避について
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Effect of high-density scatter of the infiltration shift insecticide on invasion by 
adult and egg-laying individuals of the Asian citrus psyllid, Diaphorina citri 
（Homoptera : Psyllidae）. Keiji Yasuda, Hitoshi Yoshitake, Tsuyoshi Ooishi, Atsushi Toudou 
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　カンキツグリーニング病の媒介昆虫ミカンキジラミ Diaphorina citriに対する浸透移行性殺虫
剤の高濃度液の樹幹散布効果を検討した。供試薬剤はチアメトキサム１０％顆粒水溶剤とジノテフ
ラン２０％顆粒水溶剤で，２００６年８月１０日に両薬剤の１０倍液１０ml をカンキツ苗樹幹に散布した。鉢
植えシーカーシャーの新芽に袋掛けを行いミカンキジラミ成虫１０頭を放飼し，放飼後１日目に
シーカーシャー上に留まる成虫数を，７日目に死亡数と産卵の有無を調査した。調査後袋内の虫
は全て回収し，新たに成虫１０頭を入れた。１週間ごとの平均死亡虫数はチアメトキサムで８．０頭，
ジノテフランでは４．５頭で無処理の１．１頭より有意に多かった。残効はチアメトキサム区が処理後
２３週まで，ジノテフランは８週目まで認められた。産卵は両薬剤処理区とも処理２２週まで認めら
れなかった。シーカーシャー苗への両剤の高濃度液樹幹散布は長期間にわたる本種の発生抑制に
有効であると考えられた。
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研究機構運営費交付金プロジェクト研究No．１６６「作物

及び家畜生産における気候温暖化の影響評価とその制御

技術の開発」の助成により行われた。

材 料 お よ び 方 法

　１．供試虫

　糸満市真壁の沖縄県農業研究センター隔離ビニールハ

ウス内で，ゲッキツMurraya exotica L. を寄主として累

代飼育しているミカンキジラミ成虫を用いた。供試虫は

羽化後１０～２０日齢のものを用いた。雌雄の区別はしな

かった。

　２．供試薬剤

　チアメトキサム１０％顆粒水溶剤（以下チアメトキサ

ム）とジノテフラン２０％顆粒水溶剤（以下ジノテフラ

ン）を用いた。

　３．処理および調査方法

　直径２５cmの鉢に植えた樹高８０cm，５年生のシーカー

シャー Citrus depressa L. 苗の新芽が生じた枝の先端部

約１５cmをナイロンゴース製の袋（２５cm×１５cm）で覆

い，その中へ１０頭の成虫を放飼した。チアメトキサムは

ミカンキジラミに対するカンキツ苗への登録上の所定濃

度である１０倍液，１０ml を施用し，ジノテフランも同様

な濃度を用いた。薬剤の処理は地際から２０cmの樹幹部

にピペットを用いて２００６年８月１０日に塗布した。加えて

無処理区を同様に設けた。１処理区５鉢を処理し，５鉢

合計で５０頭の成虫を供試した。薬剤に対する成虫の忌避

効果を調べるため，成虫放飼約１日後に苗上に留まって

いる生存成虫数を，７日目に死亡成虫数と卵の有無を樹

ごとに調べた。なお７日目の調査後，成虫はすべて回収

し，新たに１鉢当り１０頭を放飼した。産卵が認められた

枝は卵及び幼虫を取り除くか，産卵の行われていない同

じ木の別の枝に袋掛けを行った。死亡成虫数と産卵の有

無については２００７年１月１９日まで，苗上に留まっている

生存成虫に関しては１月２０日まで２３回にわたり繰り返し

調査を行った。また調査期間中ミカンキジラミの産卵に

好適な新芽が樹に存在するよう適宜苗を剪定して萌芽さ

せた。

結 果 お よ び 考 察

　調査期間２３週間を通じて，１週間ごとにミカンキジラ

ミ成虫を１０頭ずつ放飼した場合の１週間当たり平均死亡

虫数を第１図に示した。平均死亡虫数を無処理と比較し

た場合の効果の持続は，チアメトキサム区で最終調査時

まで，ジノテフラン区は８週目まで認められた。調査期
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第１図　チアメトキサム１０％顆粒水溶剤，ジノテフラン２０％顆粒水溶剤１０倍１０ml 樹幹散布後の
ミカンキジラミ成虫に対する殺虫効果の持続期間．縦線は標準誤差，　矢印は産卵した株
を示す．異符号間で有意差あり（Scheffe's 法にて多重比較，P＜０．０５）．
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間を通じての平均死亡虫数は無処理区で１．１±０．８頭（±

は標準誤差），チアメトキサム処理区は８．０±１．４頭，ジ

ノテフラン処理区では４．５±０．２頭であり，両薬剤区とも

無処理区と比較して有意に多かった。産卵は無処理区で

は調査２３回中１３回，延べ１６１樹中１６樹において産卵が認

められたが，チアメトキサム区においては認められず，

ジノテフラン区では処理後２３週目の１月１９日に１樹のみ

で認められた。産卵樹数において両薬剤と無処理との間

に有意差が認められた（χ２ 検定，P＜０．０１）。両剤の高

濃度液の苗への樹幹散布は，ともにミカンキジラミ成虫

に対して有効で，特にチアメトキサムの残効は２３週間以

上と考えられる。また，雌が生存していた場合でも，両

薬剤とも産卵を阻止することから，長期間にわたって本

種の２次発生が抑制できると考えられた。

　放飼１日後にシーカーシャー苗上にいた生存成虫の割

合は，調査期間２３週を通じての平均で，ジノテフラン処

理および無処理区ではそれぞれ６７．４％，７４．８％だったが，

チアメトキサム処理区においては３２．５％で，その差は有

意であった（第２図）。ジノテフランおよび無処理区の

結果は安田ら（２００６）の無処理シーカーシャー苗に対す

る網掛け試験結果とほぼ同じであったが，チアメトキサ

ム処理は留まる成虫数が半分以下であり，保毒虫の吸汁

によるカンキツ樹への感染および罹病樹上での吸汁によ

る無毒虫の保毒化のリスクを低減させるものと考えられ

る。

　現在，HLBを治療する実用的な手段や薬剤がないこと

から，本病を効率的に防除するには，媒介者であるミカ

ンキジラミの防除に重点を置かざるをえない。今回のカ

ンキツ苗に対する２剤の高濃度液の苗への樹幹散布は，

処理後２ヶ月以上の長期にわたって殺虫効果，産卵回避

を示し，特にチアメトキサムは成虫の定着阻止効果に優

れたことから，本種に対する防除体系を構築する上で防

除の基幹的薬剤および処理法として利用できると考えら

れる。

　また，近年，農薬散布におけるドリフトは大きな問題

となっている。沖縄県のシーカーシャー栽培園地の多く

は，ドリフトの危険性の高い住宅地域に隣接しており，

樹幹散布法はドリフト軽減策としても有効であると考え

る。そのため今後，さらに高濃度樹幹散布法の適用を結

果樹に対しても拡大していく必要がある。
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第２図　放飼した成虫の内，寄主植物（シーカーシャー）上にいた生存成虫の割合．縦線は標準
誤差．異符号間で有意差あり（Scheffe's 法にて多重比較，P＜０．０５）．
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